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食祭WAKAYAMA 2017 和歌山市の“お もてなし弁当”『御三家 紀州弁当』に決まる！！

〈後日行われた、尾花和歌山市長からの記者発表にて〉

〈尾花和歌山市長より審査結果について一言〉 〈3 種類の仕出し弁当メニューの内容について説明を行う、
仕出し弁当受注連携協議会 田中会長〉

　
『
食
祭
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

２
０
１
７
』（
主
催
：
和
歌
山
市
）

の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、『
お

も
て
な
し
弁
当
グ
ラ
ン
プ
リ
』

を
開
催
し
た
。

　

今
後 

和
歌
山
市
に
お
い
て
、

平
成
31
年
に
全
国
健
康
福
祉

祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）、
平

成
33
年
に
は
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
や
国
民
文

化
祭
な
ど
、
世
界
各
国
を
は
じ

め
全
国
か
ら
参
加
者
が
来
和
す

る
大
き
な
大
会
が
数
々
予
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
会
議
所

で
は
、
和
歌
山
市
が
世
界
に
誇

る
文
化
や
歴
史
、
景
観
、
地
元

食
材
の
魅
力
を
市
外
か
ら
来
ら

れ
る
大
会
参
加
者
等
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
仕
出
し
弁
当
の
メ

ニ
ュ
ー
、そ
れ
を
包
む
包
装
紙
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
統
一
し
た
＂
お

も
て
な
し
弁
当
＂
を
発
案
。
本

年
2
月
に
設
立
し
た
「
仕
出
し

弁
当
受
注
連
携
協
議
会
」（
会

長
：
田
中
秀
和
（
㈱
河
北
食
品 

専
務
取
締
役
））
が
、
地
元
産

品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
3
種

類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、
和

歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
非
常

勤
講
師
の
藤
澤
祥
子
先
生
、
漫

画
家
の
前
岡
哲
也
氏
、
和
歌
山

市
出
身
モ
デ
ル
の
本
谷
紗
己

氏
、（
一
社
）
和
歌
山
青
年
会

議
所 

理
事
長 

水
野
孝
彦
氏
の

計
4
名
に
よ
る
審
査
の
も
と
、

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
た
（
決

定
メ
ニ
ュ
ー
は
下
記
の
通
り
）。

　

ま
た
、
包
装
紙
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
、
事
前
に
一
般
公
募
を

行
っ
た
案
の
中
か
ら
、
会
場
を

訪
れ
た
市
民
の
投
票
に
よ
り
、

下
記
デ
ザ
イ
ン
の
包
装
紙
に
よ

る
『
御
三
家 

紀
州
弁
当
』
に

決
定
し
た
。

　

12
月
21
日
に
市
役
所
で
行
わ

れ
た
記
者
発
表
で
は
、
田
中
会

長
、
デ
ザ
イ
ン
担
当
の
白
子
欽

也
氏
（
白
光
印
刷
㈱
）
同
席
の

も
と
、
今
回
の
お
も
て
な
し
弁

当
へ
の
取
り
組
み
及
び
決
定
に

つ
い
て
、
尾
花
和
歌
山
市
長
よ

り
発
表
さ
れ
た
。
記
者
か
ら
の

反
応
も
大
変
良
く
、
本
取
り
組

み
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。

　

今
後
は
、『
御
三
家 

紀
州
弁

当
』
が
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各

種
大
会
等
に
お
い
て
発
注
い
た

だ
け
る
よ
う
積
極
的
に
活
動
を

続
け
て
い
く
。

平
成
29
年
11
月
23
日（
木･

祝
）

於
：
和
歌
山
城 

砂
の
丸
広
場

〈500名を超える来場者に投票頂き、決定
 した包装紙・ネーミング〉

〈選定された仕出し弁当メニュー〉


